
天然ガス・LPガスシフト
および高度利用などを推
進しつつ、グリーン電力
の提供などを通じ、CO2
削減に貢献していきます。

バイオマス発電、太陽光発
電、小水力発電の実施に
より目標値の約75％まで
到達しています。今後も再
生可能エネルギー電源の
開発に注力していきます。

当社工場の熱融通事業
の取り組みなどにより目
標値の約75％まで到達
しています。今後も製造
所での省エネ活動、エコ
オフィス活動などにより
さらなるCO2削減を推進
していきます。

目標値をクリアしており、
再資源化を継続していき
ます。

目標値をクリアしており、
さらなる最終処分量の削
減に努めます。

目標値をクリアしており、
有効活用を継続していき
ます。

「広島ガスグループSDGs
実行宣言」に基づき諸活
動を推進し、さらなる認
知度・意識の向上に努
め、社内での定着化を推
進していきます。

引き続き、行政・地域と連
携し、さらに多くの皆さ
まとの接点強化に努め、
環境・社会貢献に関する
啓発・PRを推進していき
ます。
[2023年度イベント参加人数]
約19,800人

A
お客さま先
での環境負
荷の低減

B
事業活動に
おける環境
負荷の低減

C
地域環境保
全への貢献

天然ガス、LPガスシフトの推進

天然ガス、LPガスの高度利用

カーボンニュートラルLNGの導入

グリーン電力の小売開始

バイオマス発電の普及拡大

太陽光発電の普及拡大

小水力発電の普及拡大

熱融通事業
冷熱供給事業

コージェネレーションシステムの
普及拡大

産業廃棄物の再資源化

ポリエチレン管廃材の再資源化

ガス導管工事における排出量
削減と再資源化

地域環境団体・環境啓発事業
への参画
地域清掃活動
環境イベントへの出展

安定供給に資する技能訓練
障がい者福祉事業所の社内販売会
リサイクル品の回収・寄付活動
健康増進の取り組み

社会貢献、地域貢献活動など

グリーン電力の使用

森林保全の推進

➡ P31・32

➡ P32

➡ P32

➡ P32

➡ P33

➡ P34

➡ P35

➡ P35

➡ P35

➡ P36

➡ P41～43

➡ P4
　 P13・14

➡ P32

➡ P32

➡ P36

2030年度目標 2023年度
実績値分類 評価 目標達成に向けた

主な取り組み
関連
ページ

着実な推進

着実な定着

99.9 ％

100 ％

38％削減

4.6 万kW

2.8 万t/年

0.2 t

95 ％以上

100 ％

50％削減

6万kW

30 万t/年

1 t以下

（3）事業所・製造所
におけるCO2
排出量

（4）産業廃棄物（製
造部門）最終処
分量

（5）ポリエチレン管
の有効活用率

（6）ガス導管工事
の掘削土再資
源化率

（7）環境、社会貢献
に関する啓発、
PR推進

（8）SDGs定着化へ
の貢献

（2）再生可能エネ
ルギー導入量

（1）CO2排出削減
貢献量

(2013年度比)

※1 当社およびお客さま先における2030年度時点のCO2排出削減貢献量（2021年度～）。　※2 太陽光、風力、バイオマスなど固定価格買取制度（FIT）の適用電源を含んでいます。
※3 CO2排出削減貢献量30万t/年に含んでいます。
 

環境分野

 基本的な考え方

 2023年度実績と主な取り組み

 サステナビリティ推進体制

広島ガス関連部門管理職・担当者《メンバー》
環境・社会貢献部長

環境マネジメント

環境目標

（2024年4月1日現在）

1993年度に環境基本理念および環境行動指針を制定しました。さらに、2005年度に「広島ガスグループ環境基本理念」および
「広島ガスグループ環境行動指針」を制定し、広島ガスグループとして環境貢献活動を推進しています。

当社グループは、気候変動などの事業におけるリスク対応を経営の最重要課題の一つであると認識しています。リスク管理規程
に基づき想定されたリスクへの対応状況を、定期的に経営会議（議長：代表取締役社長 社長執行役員）および取締役会（議長：代表
取締役会長）へ上程しています。また、中期経営計画の見直しは毎年行っており、年7回程度開催される中期経営計画委員会（委員
長：代表取締役社長 社長執行役員）において、リスク・対策について議論しています。
2021年4月に、「環境・社会性」と「経済性」を両立させたサステナブルなESG関連事業の推進を目的として、経営企画部の環境関
連事業と総務部の環境・社会貢献事業を統合し、ESG関連事業を推進する「環境・社会貢献部」を設置しました。サステナビリティ
推進体制については、関連部門長などを委員とする「サステナビリティ委員会」を設置しています。

カーボンニュートラルへの対応を含む環境貢献活動の推進、環境方針などに関する事項の協議、持続可能な社会実現に向けた
活動の推進、環境諸課題の協議対応を行う機関として、「サステナビリティ委員会」を年2回程度開催し、審議内容については必要
に応じて取締役会および経営会議へ報告する体制としています。

広島ガスグループ環境基本理念
広島ガスグループ環境行動指針

広島ガスグループは、事業活動を通じて
エネルギーと資源の効率的利用を追求するとともに、
地域・地球環境保全を推進し、
社会の持続可能な発展に貢献する。

お客さま先での
環境負荷の低減A

事業活動における
環境負荷の低減B 地域環境保全

への貢献C

グループサステナビリティ推進者会議 サステナビリティ推進者会議

サステナビリティ委員会

環境・社会貢献部（事務局）

取締役会、経営会議

《 議 長 》
広島ガスグループ各社の管理職・担当者など《メンバー》

《 役 割 》

環境・社会貢献部長

環境・社会貢献部担当役員《委員長》
環境・社会貢献部長《副委員長》
広島ガス関連部門長《メンバー》

《 役 割 》・環境方針などに関する事項の協議
・カーボンニュートラルへの対応を含む、環境貢献
活動の推進
・持続可能な社会実現に向けた取り組みの推進
・気候変動を含む環境諸課題への対応、協議

・カーボンニュートラルへの対応を含む、環境
貢献活動の推進、進捗管理
・環境貢献活動、持続可能な社会実現に向けた
取り組みのグループへの展開
・環境諸課題への対応、協議

・カーボンニュートラルへの対応を含む、環境貢献活動の
推進、進捗管理
・持続可能な社会実現に向けた取り組みの推進、進捗管理
・環境諸課題への対応、協議   ・環境教育、啓発活動の推進
・環境保全活動の推進

《 議 長 》

《 役 割 》

2021年に策定した広島ガスグループ「2050年カーボンニュートラルへの取り組み」で掲げた目標などをふまえ、2030年度に
向けた新たな環境目標を設定しました。サステナビリティ委員会などで進捗管理を行いながら、目標達成に向けさまざまな取り
組みを行っています。

[サステナビリティ推進体制]

低炭素・脱炭素社会の実現に向け、エネルギー業界をはじめとした業界団体、関連企業
（同業他社・地域の各社・メーカーなど）、行政、地域の皆さまと幅広く連携し、お客さま先
や事業活動に伴う環境負荷の低減、地域への環境貢献を推進してまいります。

広島ガスグループのサステナビリティへの取り組みに関するウェブサイトを開設しました。
詳細は右記URLをご参照ください。 https://www.hiroshima-gas.co.jp/com/sustainability/
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